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埼経協ニュース412号

〈
は
じ
め
に
〉

三
九
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
社
会
経

済
視
察
は
、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
技

術
開
発
拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め
る
リ

ス
ボ
ン
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
と
、『
文
化
』

と
『
美
食
』
で
都
市
再
生
に
成
功
し
た

ビ
ル
バ
オ
・
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
（
ス

ペ
イ
ン
）
を
視
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
六

月
二
八
日
㈮
〜
七
月
六
日
㈯
の
日
程
で

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
欧
州
債
務
危
機
後

の
厳
し
い
雇
用
状
況
を
背
景
に
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
を
取
り
巻
く
環
境
を
発
展
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
六
年
か
ら
ウ

ェ
ブ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

追
い
風
に
、
政
府
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
外
資
系
企

業
の
デ
ジ
タ
ル
開
発
拠
点
設
置
や
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
建
設
も
相
次

ぎ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
内
で
も
首
都
リ
ス

ボ
ン
は
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ル
バ
オ
は
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
」
観
光
戦
略
に
よ

る
都
市
再
生
に
最
も
成
功
し
た
都
市
で

あ
り
、
そ
の
再
生
手
法
は「
ビ
ル
バ
オ
・

モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
・
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
は
美
食
都
市
と
し
て
評
価
を
高

め
る
こ
と
で
、
世
界
中
か
ら
美
味
し
い

も
の
を
求
め
て
人
が
集
ま
る
「
美
食
世

界
一
の
街
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

視
察
で
は
、
ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ

ス
ボ
ン
を
訪
れ
、
起
業
家
支
援
を
行
っ

て
い
る
非
営
利
民
間
団
体
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
・
リ
ス
ボ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。

リ
ス
ボ
ン
で
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
（
起
業
・
事
業
推
進
環
境
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
視
察
団
か
ら

の
質
問
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

次
の
視
察
先
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
の
ビ

ル
バ
オ
で
は
、
産
業
集
積
地
と
し
て
大

企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
バ
ス

ク
自
治
州
政
府
の
事
業
開
発
公
社
で
あ

る
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
が
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

実
績
を
残
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
一

つ
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

ｄ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ
か
ら
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
た
事
業
展
開
に
つ
い
て
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
技
術
開
発
拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め
る
リ
ス
ボ
ン

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
と
『
文
化
』
と
『
美
食
』
で
都
市
再
生
に
成
功
し
た

ビ
ル
バ
オ
・
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
（
ス
ペ
イ
ン
）
を
視
る
」
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説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併
せ
て
、
文
化

都
市
ビ
ル
バ
オ
の
象
徴
で
あ
る
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
美
術
館
や
貴
重
な
観
光
資
源

で
あ
る
世
界
遺
産
の
ビ
ス
カ
ヤ
橋
を
視

察
し
ま
し
た
。

サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で
は
、
四
年

制
の
料
理
専
門
大
学
で
あ
る
バ
ス
ク
・

ク
リ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
食

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
化
の
取
組
み
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

《
ポ
ル
ト
ガ
ル
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
最
西
端
に
位
置
し
、
北
東
は
ス
ペ
イ

ン
に
国
境
を
接
し
、
南
西
は
大
西
洋
に

面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候

で
あ
り
、
主
要
産
業
は
製
造
業
（
機
械

類
、
衣
類
、
コ
ル
ク
製
造
）
及
び
観
光

業
等
が
盛
ん
で
す
。

�
人
口
�
約
一
〇
二
五
万
人

（
二
〇
一
八
年

国
連
人
口

推
計
）

�
面
積
�
約
九
・
二
万
㎢

（
日
本
の
約
四
分
の
一
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
約
二
三
八
五
億
ド
ル

（
二
〇
一
八
年

Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

�
首
都
�
リ
ス
ボ
ン

�
言
語
�
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

〈
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
の
歴
史
・
現
状
〉

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ギ
リ
シ
ャ
の
財
政
問

題
が
発
端
と
な
っ
た
欧
州
債
務

危
機
後
、
景
気
は
悪
化
の
一
途

を
辿
り
ま
す
。
厳
し
い
経
済
状

況
に
お
い
て
、
元
来
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
独
立
心
・
冒
険
心
も

影
響
し
、
自
ら
雇
用
を
生
み
出

す
起
業
文
化
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
社
会
課
題
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
結
び
つ
け
る
世
界
最

大
級
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
イ

ベ
ン
ト
「
ウ
ェ
ブ
サ
ミ
ッ
ト
」

が
二
〇
二
八
年
ま
で
リ
ス
ボ
ン

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
を
契
機
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

政
府
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
環
境
の
整
備
は
そ
の

後
順
調
に
進
み
、
現
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
に

は
三
つ
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
企
業
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
最
も
支
援

環
境
が
整
っ
て
い
る
首
都
リ
ス
ボ
ン
で
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
策
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

〈
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・リ
ス
ボ
ア
訪
問
〉

当
団
体
は
、
二
〇
一
一
年
に
リ
ス
ボ

ン
市
、モ
ン
テ
ピ
オ
銀
行
、中
小
企
業
・

技
術
革
新
支
援
局
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
）

が
共
同
で
創
設
し
た
起
業
家
支
援
を
行

う
非
営
利
民
間
団
体
で
あ
り
、
リ
ス
ボ

ン
市
評
議
会
が
行
っ
た
市
民
へ
の
意
見

募
集
で
多
く
寄
せ
ら
れ
た
「
若
い
実
業

家
支
援
の
必
要
性
」
を
受
け
て
、
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
だ
け
で
な
く
、
リ

ス
ボ
ン
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
観

光
産
業
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
設
立
・

運
営
支
援
の
ほ
か
、
リ
ス
ボ
ン
市
郊
外

の
ベ
ア
ト
地
区
に
あ
る
三
万
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
改
修
し
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
改

修
す
る
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
軍
用
施
設
が
あ
っ
た
地
区
を
、

多
様
な
企
業
が
入
居
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

最
大
級
の
ハ
ブ
に
す
る
計
画
で
す
。

当
日
は
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
サ
ン
ド
ラ
・
ペ
レ
ー
ラ
氏
か
ら
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
策
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
現
在
、
一
〇
〇
人
の
起
業
家
を
支
援

し
て
お
り
、
今
ま
で
三
〇
〇
人
以
上

リスボンの街は谷になっており、坂道が多い。

ベアト地区の開発事業について説明を受ける。 説明をするペレーラ氏

市街地の中心にあるオフィス。
二階は事務所、三階以上がスタート
アップのオフィスになっている。

入居するスタートアッ
プのロゴが入口に掲示
されている。
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の
支
援
を
行
っ
た
。

・
団
体
の
活
動
と
し
て
は
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
資
金
援
助
に
関
す
る
支
援
、

大
企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
支

援
、
国
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
支
援
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

出
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

・
支
援
者
の
四
三
％
は
外
国
人
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
支
援
を
求
め
て
く
る
。
外
国
か

ら
く
る
起
業
家
に
対
し
て
、
ソ
フ
ト

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
（
法
的
支
援
、

不
動
産
支
援
）
を
行
っ
て
い
る
。

・
運
営
支
援
に
つ
い
て
は
、
三
か
月
ご

と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
審
査
を
行

っ
て
い
る
。
審
査
は
約
四
か
月
か
か

り
、
終
了
後
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

開
始
さ
れ
る
。

・
通
常
、
三
年
程
度
（
最
長
で
五
年
）

で
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
す
る
。

常
に
各
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
状
態
を

査
定
し
必
要
な
援
助
を
行
う
が
、
場

合
に
よ
っ
て
は
契
約
解
除
を
す
る
場

合
も
あ
る
。

・
資
金
面
で
は
、
融
資
先
の
紹
介
の
み

で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
自
ら
資
金
調

達
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
や
る
気
が

な
い
と
続
か
な
い
。
そ
の
た
め
成
功

率
は
高
い
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
い
て
の
起
業

に
対
す
る
課
題
や
、
今
後
注
目
さ
れ

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
な
ど
、

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
ス
ペ
イ
ン
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

ス
ペ
イ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
南
西
部

の
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
位
置
し
、
日
本
と

同
じ
く
四
季
が
あ
り
ま
す
。
一
七
の
自

治
州
で
構
成
さ
れ
、
多
く
の
民
族
と
文

化
が
混
じ
り
あ
っ
て
お
り
、
地
方
・
都

市
に
よ
っ
て
独
自
の
文
化
・
風
情
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
主
要
産
業

と
し
て
、
自
動
車
、
食
料
品
、
化
学
品
、

建
設
業
及
び
観
光
業
が
盛
ん
で
す
。

�
人
口
�
約
四
六
六
九
万
人

（
二
〇
一
八
年

国
連
人
口

推
計
）

�
面
積
�
約
五
〇
・
六
万
㎢

（
日
本
の
約
一
・
三
倍
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
約
一
兆
四
二
五
八
億

ド
ル
（
二
〇
一
八
年

Ｉ
Ｍ

Ｆ
）

�
首
都
�
マ
ド
リ
ー
ド

�
言
語
�
ス
ペ
イ
ン
語
（
な
お
、
ス
ペ

イ
ン
憲
法
は
、
バ
ス
ク
語
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
、
ガ
リ
シ

ア
語
、
バ
レ
ン
シ
ア
語
、
ア

ラ
ン
語
に
つ
い
て
も
公
用
語

と
し
て
認
め
て
い
る
。）

〈
バ
ス
ク
地
方
の
都
市
視
察
〉

バ
ス
ク
地
方
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
北
東

部
と
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
に
ま
た
が
っ
た

同
じ
文
化
を
も
つ
一
つ
の
地
方
を
指
し

ま
す
。
大
西
洋
・
ビ
ス
カ
ヤ
湾
に
面
す

る
恵
ま
れ
た
地
形
に
あ
り
、
海
の
幸
、

山
の
幸
に
恵
ま
れ
、
高
い
食
文
化
を
持

つ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

欧
州
主
要
国
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
と

こ
ろ
で
す
。

ス
ペ
イ
ン
で
は
地
方
分
権
が
進
ん
で

お
り
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
都
市
計

画
の
権
限
も
地
方
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス

ク
自
治
州
で
は
そ
の
地
方
分
権
を
活
か

し
、
独
自
の
産
業
振
興
と
観
光
戦
略
を

立
て
都
市
再
生
に
成
功
し
ま
し
た
。

本
視
察
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク

自
治
州
の
ビ
ル
バ
オ
、
サ
ン
・
セ
バ
ス

チ
ャ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

〈
ビ
ル
バ
オ
〉

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
の
玄
関
口
で
あ

る
ビ
ル
バ
オ
市
は
、
行
政
区
域
内
の
人

口
は
約
三
五
万
人
、
バ
ス
ク
自
治
州
三

県
の
人
口
は
約
二
一
七
万
人
で
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
国
内
で
は
五
番
目
の
大
都
市

圏
で
す
。

鉄
鋼
や
造
船
業
で
発
展
し
ま
し
た
が
、

七
〇
年
代
に
か
け
て
不
況
に
見
舞
わ
れ
、

八
〇
年
代
に
は
大
洪
水
が
発
生
し
街
が

衰
退
し
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

下
、
バ
ス
ク
自
治
州
政
府
は
衰
退
し
た

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
、
都

市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。
中
で
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
象
徴
と
さ
れ
る
の
が
、
グ
ッ
ゲ

ン
ハ
イ
ム
美
術
館
の
誘
致
で
し
た
。

〈
ビ
ル
バ
オ
の
観
光
資
源
〉

◆
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館

ビ
ル
バ
オ
市
の
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
象
徴
と
し
て
、
一
九
九
七
年
に

開
館
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
の
分
館
で

あ
り
、
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
も
受
賞
し
た
建

築
家
フ
ラ
ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
に
よ
っ
て

設
計
さ
れ
、
チ
タ
ン
と
ガ
ラ
ス
で
覆
わ

れ
た
巨
大
な
船
の
よ
う
な
外
観
で
す
。

入
口
に
あ
る
オ
ブ
ジ
ェ
「
パ
ピ
ー
」（
ジ

ェ
フ
・
ク
ー
ン
ズ
作
）
も
目
を
引
き
ま

す
。
来
館
者
数
は
年
間
約
一
〇
〇
万
人

に
上
り
ま
す
。

今
で
は
ビ
ル
バ
オ
市
の
観
光
の
中
心

で
あ
る
美
術
館
で
す
が
、
当
初
市
民
は

誘
致
に
懐
疑
的
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
美
術
館
の
誘
致
の
み
が
成
功
の

秘
訣
で
は
な
く
、
他
の
都
市
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
観
光
資
源
の
活
用
と
の
相
乗
効

果
で
成
功
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
グ
ッ

ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
の
周
り
に
は
当
初

何
も
な
く
、
美
術
館
開
館
と
と
も
に
ト

ラ
ム
や
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

市街地より港へ向かう河口付近には港湾施設や工場も
多くみられる。

グッゲンハイム美術館入口。
現代アートを中心に展示されている。

高台からのビルバオ市街。
近年開発された地区は新しい建物も多い。
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◆
ビ
ス
カ
ヤ
橋

一
八
九
三
年
に
完
成
し
た
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
運
搬
橋
で
す
。

現
在
も
車
や
人
を
乗
せ
て
川
の
両
岸
を

往
復
し
て
お
り
、
人
々
の
大
切
な
交
通

手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
型
貨
物
船

が
往
来
す
る
と
き
は
ゴ

ン
ド
ラ
が
端
で
待
機
す

る
の
で
妨
げ
に
な
ら
ず
、

ま
た
川
岸
近
く
ま
で
建

物
が
あ
る
街
並
み
に
長

い
傾
斜
の
橋
を
作
る
必

要
も
な
く
、
港
湾
都
市

の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

〈
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
本
部
訪
問
〉

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
、
一
九

八
一
年
に
設
立
さ
れ
た

バ
ス
ク
産
業
を
支
援
す

る
事
業
開
発
公
社
で
す
。

バ
ス
ク
自
治
州
に
あ
る

企
業
の
競
争
力
向
上
を

促
進
し
、
持
続
可
能
な

経
済
発
展
を
目
指
し
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

◎
バ
ス
ク
自
治
州
へ
の

投
資
誘
致
事
業

当
日
は
、
投
資
者
支

援
サ
ー
ビ
ス
責
任
者
の

マ
リ
ア
ン
・
イ
バ
ラ
ン

ド
氏
か
ら
投
資
誘
致
事

業
に
つ
い
て
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
戦
略
的
に
①
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
、
②
先
進

製
造
技
術
、
③
バ
イ
オ

医
学
を
重
点
産
業
と
位

置
付
け
、
雇
用
の
創
出
、

産
業
の
拡
大
を
図
っ
て

い
る
。

・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
メ
ル

セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
、
シ
ー

メ
ン
ス
等
国
際
的
大
企

業
と
の
連
携
も
創
出
し

て
い
る
。

・
研
究
施
設
も
一
六
あ
り
、

基
礎
研
究
分
野
に
お
い

て
は
大
学
と
も
連
携
し

て
い
る
。

・
バ
ス
ク
自
治
州
の
ア
ク

セ
ス
も
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
。
三
つ
の
空
港
、

二
つ
の
港
を
有
し
、
鉄

道
・
道
路
網
も
充
実
し

て
お
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

中
継
地
点
と
し
て
の
役

割
も
担
う
こ
と
が
で
き

る
。

・
教
育
（
言
語
）
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
健
康
福
祉
分
野
も
ス

ペ
イ
ン
の
他
地
域
と
比
較
す
る
と
充

実
し
て
い
る
。
面
積
の
二
三
％
が
自

然
保
護
地
区
と
緑
が
多
く
、
三
二
件

の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
食

文
化
も
レ
ベ
ル
が
高
い
。

・
バ
ス
ク
自
治
州
は
ス
ペ
イ
ン
政
府
よ

り
自
立
し
て
お
り
、
独
自
の
財
政
、

教
育
、
経
済
、
福
祉
の
政
策
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
企
業

と
の
関
係
が
密
で
あ
り
、
経
済
発
展

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
投
資
者
へ
の
具
体
的
支
援
策
、

現
在
の
バ
ス
ク
自
治
州
で
の
課
題
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業

「
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
」

Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の

主
な
事
業
の
一
つ
で
す
。
製
造
業
が
多

い
と
い
う
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
州

内
大
企
業
と
国
内
外
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
大
企
業
の
技
術
革

新
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
・
支
援
を
図

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

当
日
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
広
報
担

当
の
ト
リ
ス
タ
ン
・
シ
エ
デ
ン
氏
か
ら

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
技
術
革
新
を
行
う
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

の
支
援
を
行
い
、
今
ま
で
で
一
二
〇

件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
、

年
々
規
模
が
拡
大
し
て
い
る
。

ゴンドラは、1分半かけて行き来する。乗用車6台、
200人の乗客が乗ることができる。

SPRI にて
（マリアン・イバランド氏を囲んで記念撮影）

事業説明をする
マリアン・イバランド氏

バ
ス
ク
自
治
州
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

都
市
へ
二
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
。

（
事
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

ガラス張りで目を引くSPRI の外観。
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・
参
加
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
七
五
％
が

海
外
企
業
で
あ
る
。
国
際
的
視
野
に

立
ち
、
大
企
業
と
の
連
携
を
強
化
す

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

・
官
民
連
携
が
特
徴
で
あ
り
、
四
つ
の

産
業
（
①
先
端
産
業
、
②
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
、
③
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、
④
フ

ー
ド
テ
ッ
ク
）
に
的
を
絞
り
実
施
し

て
い
る
。

・
二
〇
一
六
年
に
第
一
期
が
始
ま
り
、

第
三
期
に
は
ヘ
ル
ス
テ
ッ
ク
、
第
四

期
に
は
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
を
重
点
分
野

に
追
加
し
た
。
当
初
参
加
し
た
大
企

業
は
一
五
社
だ
っ
た
が
、
今
年
は
五

二
社
を
予
定
し
て
い
る
。

・
事
前
に
大
手
企
業
か
ら
ニ
ー
ズ
を
聞

き
、
そ
れ
ら
を
開
示
し
て
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
戦
略
的
に
選
ん
で
い
る
。

・
三
年
間
の
実
績
と
し
て
、
応
募
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
一
一
〇
〇
社
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

七
〇
社
、
連
携
し
た
大
企
業
四
〇
社
、

民
間
企
業
が
投
資
し
た
額
約
三
五
〇

万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
海
外
展
開
す

る
企
業
へ
の
対
応
や
人
材
育
成
の
協

力
体
制
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◎
Ｃ
Ｉ
Ｎ

Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｄ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｓ

第
二
期
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
卒
業
生
で
あ
り
、
成
功
し
た
企
業

の
一
つ
で
す
。

シ
デ
ノ
ー
ル
や
ア
ル
セ
ロ
ー
ル
・
ミ

ッ
タ
ル
、
メ
ル
セ
デ
ス
ベ
ン
ツ
と
人
工

視
覚
を
用
い
た
欠
陥
検
知
技
術
開
発
で

実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
チ
ェ
マ
・
ガ
ジ
ェ
ゴ
氏
か
ら
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
人
工
視
覚
技
術
で
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

三
次
元
化
を
し
、
部
品
製
造
の
欠
陥

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
。
既
存
の
検

知
技
術
よ
り
高
速
・
高
精
度
の
技
術

を
提
供
し
て
い
る
。

・
人
工
視
覚
技
術
を
専
門
に
し
て
い
た

が
、
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
こ
と
で
二
年
で
自
動
車

産
業
、
航
空
宇
宙
産
業
で
事
業
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
社
員
数
が
一
五
人
と
小
規
模
で
大
学

の
研
究
生
と
開
発
を
し
て
き
た
が
、

事
業
化
に
結
び
つ
け
る
の
が
困
難
だ

っ
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
七
社
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
企
業
と
提
携
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

・
航
空
宇
宙
産
業
の
複
雑
な
部
品
の
検

知
、
原
子
力
発
電
所
、
家
具
の
ラ
イ

ン
、
食
品
産
業
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

・
投
資
家
の
紹
介
を
受
け
、
一
〇
〇
万

ユ
ー
ロ
の
投
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
経
済
支
援
を
受
け
ら
れ
た
の

で
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

・
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
4
・
0
に
参
加
し
た
企
業

は
再
度
の
参
加
は
不
可
で
あ
る
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
た
後
も
常
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
い
て
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
、
視
察
団
か
ら

は
、
独
自
技
術
の
特
許
や
大
企
業
と

の
契
約
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々

な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
〉

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
人
口
約
一
八

万
人
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
で
す
。

国
際
映
画
祭
や
国
際
音
楽
祭
も
開
催
さ

れ
る
バ
ス
ク
地
方
の
中
心
都
市
の
ひ
と

つ
で
す
。

◆
「
食
」
を
中
心
と
し
た
産
業
創
出

サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
は
、
昔
か
ら

の
避
暑
地
で
す
が
、
注
目
さ
れ
る
都
市

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
九
〇
年
後
半
か
ら
「
食
」
を
中
心

と
し
た
産
業
創
出
を
行
い
、今
で
は「
世

説明をする
トリスタン・シエデン氏

視察団から質問が多く飛び交う。

説明をするチェマ・ガジェゴ氏。
プレゼンの仕方もプログラムで習
得した。

SPRI にて
（チェマ・ガジェゴ氏を囲んで記念撮影）

大西洋に面したコンチャ湾からサン・セバスチャン
中心街を望む。ビーチに近接した市街地。

サン・セバスチャンの旧市街。
観光客で賑わう。
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界
一
美
食
の
街
」
と
し
て
有
名
に
な
り

ま
し
た
。
世
界
遺
産
も
な
い
、
観
光
資

源
が
乏
し
い
都
市
に
観
光
客
が
押
し
寄

せ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
は
、
レ
ベ
ル
の

高
い
数
多
く
の
バ
ル
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の

星
を
獲
得
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
多
さ
、

そ
し
て
従
来
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し

て
の
居
心
地
の
良
さ
が
功
を
奏
し
、

「
食
」
を
中
心
と
す
る
観
光
の
成
功
を

収
め
た
か
ら
で
す
。

背
景
と
し
て
、
海
や
山
が
近
く
新
鮮

な
食
材
の
宝
庫
で
恵
ま
れ
た
地
形
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
美
食
倶
楽
部
に
代
表

さ
れ
る
市
民
の
食
文
化
に
対
す
る
意
識

の
高
さ
で
す
。

ま
た
、
料
理
人
は
テ
レ
ビ
に
出
た
り
、

講
習
会
を
し
た
り
と
料
理
人
の
地
位
を

盛
り
立
て
て
い
ま
す
。
バ
ル
の
コ
ン
テ

ス
ト
も
多
数
あ
り
、
料
理
の
質
が
全
体

的
に
高
く
な
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
食
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
捉
え

る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
と
し

て
、
バ
ス
ク
・
ク
リ
ナ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
食
材
を
使
用
す
る
食
文
化
や
ま

じ
め
な
気
質
な
ど
、
日
本
人
と
の
共
通

点
も
多
い
バ
ス
ク
地
方
の
都
市
は
日
本

の
地
方
都
市
で
も
ま
ち
づ
く
り
の
参
考

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
美
食
倶
楽
部

バ
ス
ク
地
方
に
は
「
ソ
シ
エ
ダ
・
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
カ
」（
日
本
で
は
美
食
倶

楽
部
と
紹
介
）
な
る
会
員
制
の
活
動
が

あ
り
、
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
だ
け
で

も
約
一
〇
〇
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
美
食
倶
楽
部
は
専
用
の
施
設
を
持

っ
て
お
り
、
大
き
な
キ
ッ
チ
ン
や
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー
、
大
勢
で
食
事
が
で
き
る
食

卓
が
あ
り
ま
す
。
食
材
の
調
達
か
ら
調

理
を
会
員
が
行
い
、
料
理
を
通
し
た
社

交
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
片
付
け
は
、

翌
朝
清
掃
の
方
が
片
付
け
て
く
れ
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

男
性
の
み
が
会
員
と
な
れ
る
歴
史
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
地
方
に
よ
っ
て

は
女
性
も
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

家
族
も
含
め
食
事
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。

視
察
中
に
、
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

旧
市
街
に
あ
る
有
名
な
美
食
倶
楽
部

「
ア
マ
イ
カ
ク
・
バ
ッ
ト
」
を
訪
れ
た

際
、
幸
運
に
も
日
本
人
の
会
員
の
方
と

お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
、

中
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

〈
バ
ス
ク
・
ク
リ
ナ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
〔
ｂ
ｃ
ｃ
〕
訪
問
〉

世
界
的
に
も
珍
し
い
料
理

専
門
の
四
年
制
大
学
で
す
。

私
立
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学
の

四
つ
目
の
学
部
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
、
大
学
卒
業
後
は
、

学
位
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
建

物
は
料
理
人
の
喜
び
で
あ
る

「
食
べ
終
え
た
後
の
き
れ
い

に
積
み
重
な
っ
た
お
皿
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
独
創

的
な
外
観
の
五
階
建
て
の
建

物
で
す
。

当
日
は
、
カ
プ
リ
セ
広
報

担
当

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
エ
ン

シ
ナ
氏
に
概
要
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

・
バ
ス
ク
の
シ
ェ
フ
と
構
想

を
重
ね
開
講
さ
れ
た
。
学

部
学
生
が
四
〇
〇
人
と
大

学
院
生
や
講
師
を
含
め
計

六
〇
〇
人
が
在
籍
し
て
い

る
。

・
協
賛
企
業
の
協
力
の
も
と
、
市
民
向

け
の
講
習
な
ど
、
一
〇
〇
の
イ
ベ
ン

ト
・
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

・
素
材
別
に
、
ケ
ー
キ
、
パ
ン
、
野
菜
、

肉
、
魚
と
実
習
室
を
分
け
て
い
る
。

上
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
料
理
を

街中に大型バスが入れないため、バス専用
ターミナルが整備。

数多くのバルがある。はしご酒をするのが
一般的。

旧市街にある美食倶楽部の入口。

手
前
に
テ
ー
ブ
ル
、
奥
に
広
い
キ
ッ

チ
ン
が
あ
る
。

壁
に
は
会
員
の
プ
レ
ー
ト
が
掲
示
さ

れ
て
い
る
。

入口にある愛称「bcc」の
オブジェ。

独創的な外観。ベランダ部分は、建物内で出たゴミ処理
スペースとなっている。
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提
供
す
る
た
め
、
一
年
生
は
素
材
作

り
、
二
年
生
は
ソ
ー
ス
作
り
、
三
、

四
年
生
は
調
理
と
分
担
し
て
行
っ
て

い
る
。

・
三
年
生
の
実
習
で
は
、
大
学
が
資
金

提
供
し
、
実
際
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運

営
す
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
や
メ
ニ
ュ
ー
、

集
客
ま
で
も
行
い
、
過
去
に
は
片
目

で
食
事
を
す
る
と
ど
う
感
じ
る
か
と

い
う
試
み
も
行
っ
た
。

・
後
援
企
業
の
依
頼
で
、
ワ
イ
ン
や
葉

巻
が
ど
の
食
材
と
合
う
か
な
ど
の
研

究
も
授
業
の
一
環
で
行
っ
て
い
る
。

・
建
物
の
一
階
は
研
究
開
発
施
設
で
あ

る
。
例
え
ば
地
元
ス
ー
パ
ー
企
業
と

と
も
に
、
日
本
で
よ
く
消
費
さ
れ
る

海
苔
を
ど
の
よ
う
に
し
て
使
え
る
か

を
研
究
し
て
い
る
。

・
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
に
も
、
学
校
給
食

や
病
院
食
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
な
ど
食

に
関
す
る
幅
広
い
分
野
で
通
用
す
る

技
術
を
学
ぶ
。

・
料
理
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
経
営
、

心
理
学
、
チ
ー
ム
運
営
技
術
な
ど

様
々
な
授
業
が
あ
る
。
特
別
コ
ー
ス

で
観
光
業
や
ホ
テ
ル
業
も
あ
る
。
食

品
産
業
全
体
に
就
職
で
き
る
知
識
と

技
術
を
学
ぶ
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
終
了
後
に
、
カ
プ
リ
セ

事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
事

業
は
バ
ス
ク
食
文
化
の
輸
出
を
目
的

と
し
て
お
り
、
①
ア
ン
チ
ョ
ビ
、
②

ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ
ロ
（
ツ
ナ
）、
③
ピ

パ
ラ
（
唐
辛
子
）、
④
チ
ャ
コ
リ
（
ワ

イ
ン
）
の
食
材
を
前
菜
と

し
て
楽
し
む
体
験
の
普
及

活
動
で
す
。
日
本
の
食
品

展
示
会
へ
も
毎
年
出
展
し

て
お
り
、
日
本
と
交
流
も

行
っ
て
い
ま
す
。

〈
終
わ
り
に
〉

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
で

は
、
リ
ス
ボ
ン
も
ビ
ル
バ
オ

も
、
海
外
起
業
家
か
ら
選
ば

れ
る
地
域
と
い
う
誇
り
が
あ

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
外
国
人
を

も
包
み
込
む
魅
力
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
バ
ス
ク
地
方
の
各

都
市
で
は
、
街
の
活
気
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
元
の
人
は
郷
土
の
歴

史
や
文
化
を
愛
し
、
さ
ら
な

る
国
際
的
発
展
を
願
っ
て
い

る
の
も
印
象
的
で
し
た
。

様
々
な
視
点
か
ら
日
本
と

は
異
な
る
両
国
の
経
済
や
文

化
に
触
れ
な
が
ら
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し

た
。

視 察 団 参 加 者 名 簿 （敬称略／順不同）

氏名 所属・役職名 氏名 所属・役職名

石井 進 AGS株式会社 代表取締役会長 中島 崇 武州ガス株式会社 営業部長

藤池 誠治 株式会社デサン 代表取締役会長 土井 仁 りそなカード株式会社 専務取締役

利根 忠博 一般社団法人埼玉県経営者協会 名誉会長 宮﨑 恒史 株式会社埼玉りそな銀行 常務執行役員

河野 経夫 株式会社第一住宅 代表取締役会長 早崎 寛 ティ・シィ・アイジャパン株式会社 代表取締役

岩田 一男 ジェイアンドエス保険サービス株式会社 代表取締役社長 廣澤 健一 一般社団法人埼玉県経営者協会 専務理事

川鍋 宏 株式会社タムロン 専務取締役 德江 基季 一般社団法人埼玉県経営者協会 研究主幹

太田 孝 大栄不動産株式会社 上席常務執行役員 大中美奈子 一般社団法人埼玉県経営者協会 主任研究員

石原 清彦 AGS株式会社 執行役員 企画部長

説明をするエリザベス・エンシナ氏

調理する部屋にはコンロが人数分ある。視察時は
白衣を着なくてはならない。

協賛企業名が掲示してある教室。この教室は
大学院生が使用している。

授業風景。お菓子の授業を行っていた。

バスク・クリナリーセンターにて
（エリザベス・エンシナ氏を囲んで記念撮影）
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PPhhoottoo AAllbbuumm
ポルトガル・リスボン

バスク地方（ビルバオ・サンセバスチャン）

大航海時代を切り開いた偉人を称えた
発見のモニュメントにて記念撮影。

リスボン郊外ベレン地区にある世界遺産ジェロニモス
修道院。ヴァスコ・ダ・ガマの石棺が置かれている。

リスボン市内でよく見かけた
レンタル電動キックボード。

ユーラシア大陸最西端のロカ岬。目の前には
大西洋が広がる。

春から夏にかけて旬のイワシ。
6月にはイワシ祭りが行われる。

ビルバオは建築物巡りも
魅力の一つ。

街にある市場には新鮮な肉、魚、
野菜が売られている。

サン・セバスチャンのコンチャ湾にて記念撮影。

バスク地方の料理では、
スペインにはないソース
文化がある。

ビルバオのサッカー場。
サッカーは人気スポーツ。

フ
ラ
ン
ス
バ
ス
ク
・
ビ
ア
リ
ッ
ツ
に
て

記
念
撮
影
。
ビ
ア
リ
ッ
ツ
は
今
夏
Ｇ
7

が
開
催
さ
れ
た
。

海産物を使ったものも多い。
アンチョビはバスクの名産品。

串を使ったフィンガー
フード。

バスク・チーズケーキ。
日本でも知名度が上がっ
てきている。

名
物
の
生
ハ
ム
を
挟
ん
だ

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
。

バルのピンチョス
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